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論理的，統合的・発展的に考える力の育成に向けた 

算数科・数学科学習の充実 
指導主事 守永 雄一    研究協力員 天草市立五和中学校  教諭 林田 充弘 

    指導主事 浅井 重光     

１ 研究主題について 

次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議の

まとめでは，「カリキュラム・マネジメント」の視

点から，学校教育目標や目指す資質・能力の育成

に向け，各教科等がどのような役割を果たせるの

かという視点を持ち，全ての教職員が参加し，学

校の特色を創り上げていくことが重要であると示

されている。 

また，算数科・数学科においては，教科の目標

の在り方として，小・中・高等学校教育を通じて

育成すべき資質・能力を，「知識・技能」，「思考力，

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」

の三つの柱に沿って明確化し，実生活との関わり

を意識した数学的活動の充実を図っていくことが

求められている。また，算数科・数学科において

育成を目指す「学びに向かう力，人間性等」につ

いて，「数学的な見方や考え方」を通して社会や世

界にどのように関わっていくかが大きく作用して

いることから，「数学的な見方や考え方」は，三つ

の柱すべてに働くものであり，かつ全てを通して

育成されるものとして捉えられている。このこと

より，算数科・数学科において，「数学的な見方や

考え方」を育むことは，「これからの社会に求めら

れる資質・能力」の育成につながると考える。「数

学的な見方や考え方」については「事象を数量や

図形及びそれらの関係に着目して捉え，論理的，

統合的・発展的に考えること」と整理してある。 

さらに，資質・能力の育成には学習活動が重視

されており，児童生徒の「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善が求められている。

算数科・数学科においては，数学的に問題解決す

る過程（事象を数理的に捉え，数学の問題を見い

だし，問題を自立的，協働的に解決し，学習過程

を振り返って概念を形成したり体系化したりする

過程）を具現化する授業が求められる。 

研究協力員の所属する天草市立五和中学校の学

校教育目標は「自ら学び，磨き，挑む五和中生徒

の育成」である。また，目指す生徒像に「知性豊

かで，問題解決に積極的に取り組む生徒」が挙げ

られている。そこで，学校教育目標，目指す生徒

像の実現に向け，数学科で育成する資質・能力を

「数学を活用して身の回りの事象を考察，解決し

ていこうとする態度」「自ら考え，主体的に問題を

解決する力」と設定し，その育成に向け，数学的

に問題解決する過程を重視する授業の充実を図っ

た。 

 

２ 研究の視点 

(1) 視点１について 

視点１「学びを引き出す」では，「問いを引き出

す問題及び問題提示」，「協働的に学ぶ場の設定」

等を手立てとし，授業の充実につなげていく。 

「問いを引き出す問題及び問題提示」では，日

常や既習とのつながりを意識した問題づくりを行

う。また，算数・数学の系統的であるという教科

の特性を生かし，前時の学習や既習事項とのつな

がりを意識する。また，本時の問題と日常の場面

を関連付けたり，得られた結果と既習の知識を結

び付けたり，得られた結果を意味づけたりするこ

とに取り組む。 

「協働的に学ぶ場の設定」では，活動の目的を

教師と生徒が共有し，本時の目標の達成はもちろ

んのこと，資質・能力の育成を目指す。本時の問

題解決に向けて，見通しを持つ場でペアでの活動

を取り入れたり，共同解決の中で班やグループの

活動を設定したりと学習形態の工夫を図る。 
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(2) 視点２について 

視点２「学びを振り返る」では，「活動の目的の

共有」，「適用問題の活用」，「ノート，学習シート

の工夫」等を手立てとし，授業の充実につなげて

いく。 

「活動の目的の共有」では，本時のねらいに迫

るために，ペアや班，グループ等での活動の目的

を明らかにし，その目的を児童生徒と共有し，主

体的・対話的な学びの充実を図る。また，「適用問

題の活用」については，本時のねらいにリンクし

た適用問題を授業に位置付け，本時の学習内容の

理解状況を見取る。 

また，「ノート，学習シートの工夫」では，問題

解決の過程を，式や図，表，言葉等を用いて記述

し説明に生かしたり，本時の問題解決に有効だっ

た考え方を振り返り，記述したりできるようにす

ることで，思考力や表現力を伸ばすことを目指す。 

 
(3) 視点３について 

 視点３「学びを支える」では，「教科の特性を生

かした導入」，「問題解決の各過程の充実に向けた

ＩＣＴの活用」等を手立てとし，授業の充実につ

なげていく。 

内容の系統性や学習の連続性が明確であるとい

う教科の特性を生かし，児童生徒が本時の問題を

考える上で必要な既習事項を確認したり，問題や

課題の把握に向けＩＣＴを活用して視覚的に示し

たりすることが，児童生徒の本時の学習への学び

をそろえ，自力解決の充実につなげていく。 

また，ＩＣＴの活用については，思考過程の共

有化をより効果的にしたり，自分の考えを友達に

説明・表現する学習活動の充実につなげたりと，

各過程の充実に活用していく。 

 

３ 研究の実際 

 

 

 

(1) 本単元の授業設計 

① 本単元のねらい（目標） 

本単元は，学習指導要領数学科第１学年の

目標「文字を用いることや方程式の必要性と

意味を理解するとともに，数量の関係や法則

などを一般的にかつ簡潔に表現して処理した

り，一元一次方程式を用いたりする能力を培

う」を受け，内容のＡ数と式(3)ウ「簡単な一

元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な

場面で活用すること」をねらいとしている。 

方程式の必要性とその意味及び解の意味を

理解することはもちろんのこと，等式の性質

をもとに方程式の解き方を考えることを通し

て，代数的な操作のよさを理解することがで

きる。また，方程式を活用して具体的な問題

を解決することにより，方程式のよさ，数学

のよさを実感するのに適した単元である。 

この単元を通して，生徒は数学を活用して

身の回りの事象を考察，解決していこうとす

る態度や筋道を立てて考える力を高めること

ができる。このことは，自ら考え，主体的に

問題を解決しようとする資質・能力の獲得に

もつながっていく。 

② 三つの視点について 

視点１「学びを引き出す」については，教

材提示と発問を工夫した。 

総合的な学習の時間で第一次産業体験を行

っており，その写真を文化祭で展示するため，

「広用紙に見やすく写真を貼るためには」と

いう問題を設定した。広用紙と写真を黒板に

貼って問題を把握させ，広用紙の大きさ，１

枚の写真の大きさを与えた。 

「見やすく貼るためにはどのように貼れば

いいのかな」という発問をし，間隔の幅を等

しくすることや，等しい間隔の幅を求めるた

めには方程式が利用できることに気付かせ，

実生活と数学とのつながりを意識させて問題

解決につなげた。 

視点２「学びを振り返る」については，発

表用ホワイトボードの活用を図った。 

班に１枚ずつ配付したホワイトボードに図

や式，説明するための言葉等を書き込むよう

にした。また，発表した班と同じ考えなのは

どの班か，といった思考のグループ分けも生

徒とのやりとりをしながら進め，それぞれの

思考過程の共有化を意識し，学級全体で確か

検証  

中学校第１学年 単元名 「方程式」 
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めていった。 

視点３「学びを支える」については，実物

投影機を用い，発表用ホワイトボードをスク

リーンに拡大して全員が見やすくなるよう大

きく提示した（図１）。 

また，意図的に編制した学習班で授業を行

い，司会の班長が全員に発言の機会を与える

ことでそれぞれの考えを共有し，認め合いな

がら思考力や表現力の育成，支持的風土の確

立を目指している。 

 

図１ 実物投影機とホワイトボードの併用 

 

(2) 指導の実際 

検証授業では，平成 27 年度の全国学力・学

習状況調査の問題を参考とした。必要な情報

を適切に選択し，判断することや事象が成り

立つ理由を数学的な表現を用いて説明するこ

とをねらいとし，授業の組み立てを行った。 

導入では横の長さが 74 ㎝の広用紙に，横の

長さが 13 ㎝の写真が何枚貼れるかを考え，そ

の後に間隔がいくつできるかを全体で確認し

た。また，「見やすく貼る」とは「間隔の幅

を等しくすること」であることに気付かせ，

間隔の幅を求めるために方程式が利用できる

ことにつなげた。 

自力解決ではワークシートに写真と間隔の

図をかき，図を説明するために言葉の式や方

程式も書き込むよう伝えた。１つの考えがで

きた生徒には他の考え方ができないだろうか

と投げかけ，学習意欲を喚起させた。 

また，ティームティーチングで授業を行っ

ているため，T2 がヒントコーナーを担当し，

自力解決が難しい生徒を集めて支援を行っ

た。ヒントコーナーで見通しを持てた生徒は

再び自力解決に戻り，言葉の式や方程式を書

き込むことができた（図２）。 

 
図２ 自力解決時のヒントコーナーの様子 

その後は班活動に入り，班長が全員に発言

する機会を与え，ワークシートをもとに図示

しながらそれぞれ説明させ，発表用ホワイト

ボードに書き込んでいった。 

全班のホワイトボードを黒板に貼り，「同

じ考え方はどの班かな」といった問いを投げ

かけ，生徒同士のやりとりを通して３通りの

考え方があることを全体で確認した。 

 

図３ 適用問題の問題場面の提示 

まとめを終えた適用問題では視点を変え，

「115 ㎝の広用紙に間隔が１㎝になるように

６枚の写真を貼りたい。写真の横の長さは何

㎝までなら貼り付けることができるだろう

か」という問題を与えた（図３，４）。 

図４ 適用問題の解決に向け教え合う様子 
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求めたい写真の横の長さをｘ㎝として図を

かき，言葉の式と方程式も書き込むことがで

きた。 

 

(3) 検証結果と考察 

９月上旬と 10 月上旬に２つの質問紙による意

識調査を行った（Ｎ＝34）。 

質問紙１は，16 項目について，４件法（そう思

う，まあまあそう思う，あまりそう思わない，そ

う思わない）で実施した。16 項目のうち５項目で

「そう思う」と回答した割合が増加した（表１）。 

表１ 事前事後の意識調査で向上が見られた項目 

主体的に問題解決する力に関わる「これまでの

学習や経験を生かして自分の考えを持つ」では

26.5％，「最後まで粘り強く取り組む」では 14.7％

増加した。しかし，数学の授業を通して，五和中

学校の目指す生徒像「知性豊かで，問題解決に積

極的に取り組む生徒」に近づいていると思う生徒

の割合には変容が見られなかった。しかし，検証

授業での生徒の姿は，五和中学校が目指す生徒像

に迫っていくものであったと感じた。生徒の姿と

意識との差の原因については分析が必要である。 

また，質問紙２は，10 項目について，４件法（そ

う思う，まあまあそう思う，あまりそう思わない，

そう思わない）で実施した。10 項目のうち３項目

で「そう思う」と回答した割合が増加した（表２）。 

表２ 数学の授業における意識の変容 

他者との関わりによって自分の考えが広がった

り深まったりすることに関する意識では，14.7％

増加した。このことは，自らヒントコーナーに解

決の手がかりを求めていったり，班で考えを交流

し，自らの考えを深めたりといった授業の各過程

において，主体的に動く仕掛けや目的に合った多

様な学習形態を取り入れたことが有効であったと

考える。 

 

４ 研究のまとめ 

本研究では授業づくりにあたり，各学校の学校

教育目標及び目指す児童生徒像から，算数科・数

学科において育成を目指す資質・能力を設定した。

その資質・能力は，小中高共通して「問題解決す

る力」に関係するものであった。そもそも「問題

解決する力」は，算数・数学教育において，育成

すべき不易の力である。今回の研究では，目指す

資質・能力の育成に向けて，「どのように学ぶか（学

び方）」に焦点を当てた授業づくりや授業実践を行

った。このことが，「問題解決する力」はもちろん

のこと，その先の学校教育目標や目指す児童生徒

像に対しても，学校種によって多少の差が見られ

るものの，児童生徒の意識の変容が見られたこと

は成果であると考える。児童生徒に「どんな力を

付けたいか」を教師が意識した実践を積み重ねる

ことの大切さを確認できた。 

今後の課題としては，次の２点が挙げられる。

① 数学的な見方や考え方の育成 

審議のまとめでは，資質・能力の育成には教科

特有の見方や考え方を働かせ，高めていく必要が

あると示してある。今回の研究では，数学の授業

における意識の変容から，数学的な見方や考え方

の高まりは若干みられるものの，十分ではない。 

② 深い学びのある授業の在り方 

これからの社会に求められる資質・能力の育成

に向けて深い学びのある算数科・数学科の授業の

在り方の追究が求められる。 
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